
                                     SERVICE CLUB TO THE  YMCA       

                                                                                                                                                                                                                       

名古屋グランパス ワイズメンズ クラブ 
      NAGOYA YMCA   1-2-7 HARUOKA CHIKUSAKU  NAGOYA 464-0848 JAPAN 

 

国際会長主題      “Sunshine and Smile” 「太陽の輝きと笑顔」 

アジア太平洋地域主題 “Make a Great Impact”「大きなインパクトを起こそう」 

西日本区理事主題     つなげよう地域と世界、YMCA と共に 
 

中部部長主題         「YMCA に笑顔を。ワイズに笑顔を。そしてみんなに笑顔を」  

クラブ会長主題      「ワイズライフをエンジョイしよう」 

自分が楽しくなければサポーターになれない 
 

                                   2024 年 7 月号 
 

――――――――――＜今月の聖句＞――――――――――  
 

世の富を持ちながら、兄弟が必要な物に事欠くのを見て同情しない者があれば、どうして神の愛が

そのような者の内にとどまるでしょう。子たちよ、言葉や口先だけではなく、行いをもって誠実に

愛し合おう。                           ヨハネの手紙 3 章 17 節 

 

クラブホームページ http://www.ys-chubu.jp/main/gburiten/grampus2023-2024.pdf   

 
  
 

＠７月第１例会・瀬川担当主事歓迎会 

と  き：７月 ６日(水) １８:３０～           

ところ: CRAFT BEER KOYOEN KITTE 

        名古屋店 
名古屋市中村区名駅 1-1-1 KITTE 名古屋 B1F 

・東山線から地下通路でルーセンントタワー 

 方面に向かうと「KITTE 名古屋」の入口が見 

 えてきます  ・会費 6500 円＋α 

 

＠７月第２例会     

と  き：７月２４日(水)  １９:００～ 

ところ: ZOOM 配信 

＠日和田キャンプ場オープニングワーク  

と  き：７月１３日(土)～１４日(日) 

ところ：日和田高原キャンプ場 

 

＠２０２４年度日和田学童キャンプ支援 

と き：１期７月２２日(月)～２７日 (土) 

２期７月２９日(月)～８/３日(土) 

ところ：日和田高原キャンプ場  

・食事調理等の支援  

・キャンプ場整備等 

 
 

 

 

 

 

 

“TO  ACKNOWLEDGE  THE  DUTY  THAT  ACCOMPANIES  EVERY  RIGHT” 

＝強い義務感を持とう。義務はすべての権利に伴う＝ 

６ 

月   

例

会 

   例     会     出     席     状     況    B  F ポイント クラブファンド（月）   

在  席  者 12 名 第  1  例  会  10 名  当   月 ・ 切   手  - ニコ BOX ノート  - 

例会出席者 10 名 第  2  例  会 9 名 当   月 ・ 現   金  - 感 謝 ファンド  - 

当月出席率 83.3% そ の 他   4 名 累              計  - 累          計  - 

2024年 7月例会・他ご案内 

がんばれ日本 がんばるワイズ 
 

http://www.ys-chubu.jp/main/gburiten/grampus2023-2024.pdf
https://tabelog.com/aichi/C23105/rstLst/
https://tabelog.com/aichi/C23105/C147547/rstLst/
https://tabelog.com/aichi/P097040/premiseLst/


    新会長挨拶・一年の抱負     
                                 

主 題                                    

「ワイズライフをエンジョイしよう     

自分も楽しんでサポーターになろう」 
                        

2024－2025 年度会長 高田 士嗣 

名古屋グランパスクラブは

ＹＭＣＡサポートクラブであ

り 

1. 学童キャンプ、日和田キ

ャンプ場のサポート 

2. チューター活動を含め日

本語学校支援 

3. ユースリーダー、リーダ

ーOB＆OG との交流を 3 本柱

にした活動を行いたいと思

います。 

サポート、支援は陰で支えるだけではなくそれぞ

れのメンバーの中に入って自分達も楽しんでお互い

が楽しく幸せ感を共有する。その為にもメンバーで

本音のトークを通じて通年行事を慣習的に（慣行・

恒例）サポートするだけでなく皆さんで変えていき

ましょう 

またいろいろな行事の参加、サポートの為にもフ

ァンドを強化したいと思います 具体的アイデア、

方法を検討したいと思いますのでメンバー皆さんの

知恵をよろしくお願いいたします。 

今年一年は上記の項目を活動の目標にいたします。 

皆さんのご協力よろしくお願いいたします。 

今年は服部中部部長をメンバー全員でサポートしな

がら大会ホストとして満足して頂けるよう頑張りた

いと思います。 

 

A 例会は基本ＺOOM 第２、４水曜日 19：00～  

B 第一例会は本音トークでやりたいこと、現状の

問題点と解決策を話し合う 

C  第二例会は事務連絡  

D  卓話は無理に設定せず要望があれば開催します

がメンバー、Ｙ関係者（職員、他のワイズ）、リ

ーダーが参加したくなるような題材選び 

E  チャリティランは実行委員会会議決定後の依頼

をフォローする 

F  一泊例会は行なわず７月に食事親睦会 

 

 

     任期を終えての感想       
 

直前会長 松原 行謙 

 名古屋 YMCA の年間行事もコロナ禍を経て通常通

りに戻り、グランパスも Face to Face で活動出来

るようになってきました。人との直接の関わりの大

切さと楽しさを実感できた一年間の活動内容であっ

たと思います。Let‘ｓ take it easy ! 気楽に行

こう！ 気負わずに！ が、しかしたゆまず努力し

よう！を、スローガンに掲げ、実践できたのではな

いかと思います。これもみなさんメンバーの方々が

それぞれ自覚を持ち、一致団結してあらゆる面で

粛々と名古屋 YMCA およびワイズメンズクラブ西日

本区と歩調を合わせ、各行事・課題に真摯に向き合

いながらワイズライフを楽しみながらの結果ではな

いかと思います。何か目新しいことをしたわけでも

なく、またもちろん課題もいくつかありますが、今

はほっこりと充実した気分です。みなさんと一緒に

楽しめたことに感謝いたします。ありがとうござい

ました。 

 

 
 

 

   2024-2025 年度中部部長就任       

 

 
 

2024-2025年度中部部長 服部 庄三 

西日本区大会に於いて次期中部部長として、松本現

部長より部長バッチの引き継ぎを受けました。いよいよ

部長としてスタートします。当然グランパスの皆さんの

支援が不可欠です。部長排出クラブとしてよろしくお願

いいたします。 

 

     ＹＭＣＡたより        
 

西日本区大会では、名古屋の皆様をはじめ各地域

におられるワイズの皆様の YMCA に対する愛情やパ

ワーを感じ、多くの刺激をいただきました。参加し

たリーダーたちも、日ごろ接する機会の少ないワイ

ズの皆様と共に活動ができたこと、また、大会中に

温かいお声掛けを沢山いただけたことに喜びを感

じ、良い時間を過ごした様です。貴重な機会をいた



だき、ありがとうございました。 

いよいよ夏が近づいてきました。日和田でのキッチ

ンボランティアを募集しています。お忙しいとは存

じますが、皆様のお力添えを何卒よろしくお願いい

たします。 

 

「今後の予定」 

7/2 早天祈祷会 

7/13～14 日和田オープニング 

7/22～27 学童キャンプ 1 期 

7/29～8/3 学童キャンプ 2 期 

8/7～9 のんびりキャンプ 

8/15～18 冒険キャンプ 

8/21～23 中高生キャンプ 

9/21～22 日和田クローズ 

秋ごろ YMCA 大会（日程調整中） 

 

名古屋グランパスクラブ 

担当主事 瀬川 景子 
 

 

 

 

   特集 第 27 回西日本区大会      
 

 
 

西日本区大会をホストして 
区大会実行委員長 服部 庄三 

6 月 7 日、8 日の 2 日間に渡る区大会の準備と本番

には中部の皆様の支援、ご協力により無事終えるこ

とが出来ました。特に中部各クラブからの実行委員

会役員の方々には、約１年半前からの準備に多くの

時間を割いて、奔走していただきました。 

また実行委員の皆様には、貴重なご意見を賜り、会

の進行向上に貢献していただきました。加えて中部

の多くの皆さん、メネット、そしてリーダー達にも

多大なご協力をしていただきました。 

特に今回のネットを使った登録のシステム、会場

での映像関係等で力を貸していただいた早川メンの

甥の早川漢さんのお助けが貴重な後押しとなりまし

た。これらの全員のご協力のお陰で、大成功に終了

することが出来たと自負しております。当日はメネ

ットを含めグランパスの皆さんの協力にも感謝いた

します。そして今回、中部の底力を示すことが出来

ましたことに感謝申し上げます。皆様本当にありが

とうございました。 

また 7 月からは私が中部部長を務めさせていただき

ます。今後とも中部の発展にもグランパス各位の御

力添えをいただきますよう、よろしくお願い申し上

げます。 

 

 
 

西日本区大会をホストして           

松原 行謙  

西日本区大会ご苦労様でした。中部主催の大会に

おいて、特にグランパスとして服部大会実行委員長

はじめ、早川さん、荒川さんが準備の段階で大変ご

足労され頭の下がる思いです。またメネットはじめ

大会当日前後、みなで一致団結協力し、大会を盛り

上げ、とても良い成果を出せたことに安堵と感謝を

覚えます。個人的にはバナーセレモニーを何とかこ

なしてホッとしました。そして懇親会の席上、京都

東稜クラブのメンバーと少しは話すことが出来、こ

れからもお付き合いのほどを確認しました。気楽

に、気負わずに少しは努力して楽しませていただき

ました。ありがとうございました。 
 

 

第 27回ワイズメンズクラブ 

 西日本区大会の思い 
早川 政人 

名古屋クラブの深谷理事の元、中部の各クラブで

ホストを勤めました。2022 年 7 月から下準備にか

かり始めましたが、未だ確定も無く直前の岡山の大

会を参考に大枠をまず決め、日時の決定から始ま

り、2023 年の熊本の大会も大変参考になりまし

た。中部のメンバー数から考えて中部の各クラブと

の協力が必要でした。コロナ禍も収まり始めます

が、2022 年は未だ予断を許す状態ではなく一抹の

不安も過りましたが、前に進む事を決意し会場の決

定と懇親会会場の決定をしました。 

2023 年 7 月には深谷理事になり本格的に始動し

始めました。既に日時、名古屋市公会堂での大会と

ANA クラウンプラザグランコートホテル名古屋の懇

親会会場は予約済みで全て短日で開催する決定して

いました。大会の参加費の事が問題にもなり協議を

重ねて決まり、予算だて始まり参加人数にも不安要

素が有りました。打ち合わせも ZOOM で毎回行い、

意見調整と決定にと進みました。 

2024 年 1 月から細部の打ち合わせ、決定等、問

題も多く出る事もしばしば多く時間が過ぎ焦りも感



じました。西日本区との調整は平野事務局長が主に

し、深谷理事始めキャビネットは大会 PRを部会を

通して多くの参加者を募って貰いました。 

2024 年４月～5 月は細部にわたり打ち合わせを密

にし、6 月 7 日の役員会、準備役員会が始まり、公

会堂で大会の準備、最終のチェックを慌ただしく済

ませて 6 月 8 日の西日本区大会が始まりました。 

大会当日は晴天に恵まれ暑さが心配されました

が・・・？。参加者のメンバーを公会堂の玄関でお

迎えをし、登録もスムーズに出来たと思います。バ

ナーセレモニーから始まり、順調に大会の進行も進

み、理事引き継ぎ式、役員の引き継ぎ等が終わり、

公会堂からの懇親会会場への移動が始まりました。  

実行委員の打ち合わせでの一番心配された移動手

段の問題でしたが、参加者のメンバーはスムーズに

移動が出来ホットしました。懇親会会場が 2 フロア

ーに分かれる事になりました。席を決める段階には

人数の確定も出来ず、橋爪ワイズが深夜迄かかり調

整をしてくれ決定する事が出来ました。 

懇親会は楽しい雰囲気で楽しんで頂いたと思いま

す。西日本区の多くのメンバーに支えられた区大会

になりました。西日本区大会の実行委員の皆さんと

YMCA リーダーの協力に感謝します。 

服部メネット、荒川ワイズ、川本ワイズには特に

多くを負担してもらいました。大会も無事に終わり

大変でしたが思い出に残る 2 日間でした。 

 

 
 

下村 明子 

西日本区大会、私は５年振りにリアル会場で参加

しました。大会数日前に体調不良でダウンしたもの

の、この日のために何とか持ち直して気を引き締

め、当日朝はすっきり目覚めました。ところが、夕

方お酒が少し入ったところで一気に力尽き。以前な

ら必ず会場を一巡し、知り合いを見つけては声を掛

けていたのですが、今回はもうグタグタであまり席

を立てませんでした。 

 今回お会いできなかった方がいたこと、顔を合わ

せただけでお話ができなかったことを残念に思いな

がら終わってしまった大会ですが、多くの方々に

「顔を見ないから心配していたよ。」「元気でよか

った。」「いろいろ大変だったようだね。」と声を

掛けていただき、ほんのひとときでも私のことを思

ってくれた温かい気持ちが心に染み入りました。 

 最後にお詫びを。大会準備への参加は全くできな

かったことから、今回の私は猫の手レベルの戦力で

した。中部のみなさん、誠に申し訳ありませんでし

た。 
 

 
 

吉田 一誠 

第 27 回西日本区大会の元理事懇談会は 8日に名

古屋市公会堂 4 階の貴賓室で行われました。（貴賓

室の名にふさわしい内装と重厚な家具類で他とは違

った雰囲気でした。） 
 懇談会には 10 名の元理事が参加、初めに卒寿

（90 歳）を迎えられた森田恵三さんにご挨拶をい

ただきました。いつもと変わらない森田さんの’会

員増強に対する情熱あふれるスピーチはワイズを考

えるための示唆に富んだスピーチでした。引き続き

順に近況報告を交えてのお話を皆さんにしていただ

きました。例年もこのような形で進められていたよ

うですが、今回はもう少し何か先に進むことができ

るような提言ができるような会にすべきという皆さ

んからの強い意見がありました。提言をまとめると

いうところまでは進めることはできませんでした

が、１．現理事を含めた懇談会とすべき、２．ワイ

ズの現状を大幅に変革するためには、複数年度のま

たがって活動し、提言をまとめて答申することがで

きるような委員会、タスクチームのような組織を作

り推進することが不可欠、各部により事情が異なる

現状を見ると何らかの抜本的な組織改革が必要だと

という点で意見が一致し、有志でこの提言をまとめ

理事に答申するということとなりました。 
 

 
 

荒川 恭次 

「終わりよければ全て良し」とは何かを進める過程

で問題や失敗があったとしても、結果的に成功すれ

ばすべて成功ということわざです。「All's well 

that ends well.」（シェイクスピア）。 



2022 年から始まった西日本区大会実行委員会で

すが、「起」・「承」と準備が進み、「転」で大会が成

功裏に終わり、あとは「結」となりました。大会が

終わり気の抜けた半月でしたが、最後の詰め作業・

整理が残っています。全てに「結」となるのは７月

末でしょうか。西日本区大会は大きなイベントで、

準備運営上の反省材料はたくさんありますが、良き

教育資料として来年の大会実行委員会に引き継ぎた

いと思います。 

「終わりよければ全て良し！！」 

 

    日和田薪割りキャンプ       

 

 
 

荒川 恭次 

6 月 22 日（土）～23 日（日）で日和田キャン 

プ場で薪割りを行いました。吉田ワイズの呼びかけ

に集まったのは 6 名、私、信田ワイズと学童キャン

プキッチンスタッフのキントキ（藤若雪絵さん）、

リーダーOB（シジミさんと同年代）のつくね（堀尾

賢さん）、ちりめん（河瀬恒史さん）です。薪割り

と言っても斧を使って力で行うのは昔の話。今は坂

口ワイズ寄贈のエンジン駆動油圧式 15ｔパワー薪

割り機があります。写真をご覧ください。2 人の機

械操作と 2 人の薪整理であっという間にひと夏分の

薪が出来ました。これまで重労働であった薪作りが

「重」が無くなり誰でも簡単に行えるようになりま

した。ただしこの薪割り機は写真ではコンパクトに

見えますがすが、重量は 120kg もあるため移動は一

人ではできません。 

 

 
 

でもこれ一つの導入で課題がクリアできたことは 

成果かと思います。キントキさん等３人の新メンバ

ーが加わってくれたことも、今後の日和田キャンプ

場の維持に繋がる良きニュースかと思います。 

 しかし、良いことばかりではありません。日和田

キャンプ場の維持メンテでネックであった雨水処理

について、今期の梅雨時の豪雨でＢサイトへ繋がる

道路に大きな轍（ワダチ）が出来、通行不能となり

ました。早急な修復作業と雨水流処理対策が必要で

す。みなさん体力蓄えておいてください。 

 

  
 

      ６月第２例会         
 

開催日時：6 月 19 日(水) 19：00～            

開催場所：ZOOM 

出 席 者：松原、高田、荒川，中條、吉田  

早川、阿部、瀬川、服部 

  

１ 今後について 

① 日和田薪割りキャンプ 6／22，23 

  リーダーOB も参加予定 

  吉田、坂口、信田、荒川 

 

 ②日本語学校チューター会の構想 

  チューター同士の親睦 

  何か企画を考え、そこに誘ってみる 

  今後松原、荒川で動いてみる 

  日本語学校と相談することが大事 

２ 来期について（高田） 

① 国際協力募金・・・松原 

② チャリティラン・・リーダー主導で 

③ ZOOM を基本で、ホストは順番で 

④ 例会は提案型で意見交換をする。議

題は前もって案内する 

⑤ ファンドのアイデアを出してくださ

い 

３ 振り返り 

 荒川・西日本区大会で多忙だった。日和

田も充実していた 

 中條・ブリテンの各月１日配信を心がけ 

ていた。期日厳守 

 早川・区大会準備の１年だった。今年キ

ャロルは名駅で昼間に予定 

 高田・例会出席を心がけた。区大会はメ

ネットの支援が良かった。 

 瀬川・初めての区大会が素晴らしかった



リーダー達の力が大。 

 吉田・今後もよろしく 

 阿部・南山ハーベストクラブとの良い交

流が出来た 

４ YMCA より 

 日和田・オープニング７／13‐14 

     クローズ 9／21‐22（変更） 

 YMCA 大会  秋に開催予定 

 

 

    今 後 の 予 定         

 

・7/13～14 日和田キャンプオープニング 

・7/22～27 学童キャンプⅠ期 

・7/29～8/3 学童キャンプⅡ期 

 

      そ の 他         
 

 

1. ７月の誕生日 

 

 

 

 

 
 

 

2. 例会等出席状況 
 

   
氏 名 

6 

/ 

5 

第
一
例
会 

・
西
日
本
区
大
会 

 

6 

/ 

19 

第
二
例
会 

 

/ 

 

 

/ 

 

 

1 阿部 一雄  〇   

2 荒川 恭次 〇 〇   

3 坂口 功祐     

4 信田伊知郎 〇    

5 下村 明子 〇    

6 高田 士嗣 〇 〇   

7 服部 庄三 〇 〇   

8 早川 政人 〇 〇   

9 瀬川 景子 〇 〇   

10 松原 行謙 〇 〇   

11 中條 秀和 〇 〇   

12 吉田 一誠 〇 〇   

 ゲスト 4    

 計 10 9   

 

※原さんは 2024年 6 月末で退会されました。 

 

3.その他（グランパスクラブ新年度体制） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  朝ドラで有名になった鶴舞公園噴水塔と公会堂 

  西日本区大会会場として注目されていました。 

名古屋グランパスワイズメンズクラブ２０２４－２０２５体制　

役　　職 氏　　名 役　割 担当者 役　割 担当者

会　　長 高田 士嗣 監　　査 吉田 一誠 Ｅ　Ｍ　Ｃ 早川 政人

副 会 長 早川 政人 YMCAサービス 坂口 功祐 〃 信田伊知郎

書　　記 中條 秀和 〃 阿部 一雄 ファ ン ド 服部 庄三

会　　計 荒川 恭次 地 域 奉 仕 早川 政人 メール委員 中條 秀和

直前会長 松原 行謙 〃 下村 明子 交　　流 信田伊知郎

広報ブリテン 中條 秀和 交　　流 松原 行謙

〃 荒川 恭次 担 当 主 事 瀬川 景子

その他役割

中部部長キャビネット

西日本区広報・情報委員会 荒川 恭次（委員長）

ＹＭＣＡ大会実行委員会 荒川 恭次

日和田キャンプ委員会 坂口 功裕、信田伊知郎、吉田 一誠、荒川 恭次

チャリティーラン実行委員会 松原 行謙

早川 政人

日本語学院チューター 松原 行謙、荒川 恭次

荒川 恭次中部情報委員会

服部 庄三（部長）、荒川 恭次　（書記）、松原 行謙（会計）、
早川 政人（事務局長）

クリスマスキャロル実行委員会

 

 

 

坂口 久美 （ ６日）  

中條 敬子 （１７日）  

瀬川 景子 （２０日） 

早川 弘美 （２７日）    

 
   

 

 

 
 

 

 

 
 

happy birthday


